
別紙様式２（高） 

令和６年度 県立水戸商業高等学校自己評価表 
目指す学校像 文武両道の精神を重んじ、知・徳・体の調和のとれた教育を実践し、豊かな人間性を育むとともに、地域やビジネス社会が求める幅広い知識と技術、新しいアイディアや

解決策を見出す創造力を育成する学校 

三つの方針 具体的目標 

「三つの方針」

（スクール・ポ   

リシー） 

「育成を目指す資質・能力に関す 

る方針」 

（グラデュエーション・ポリシー） 

・答えのない問いに自ら挑戦し続ける人財の育成 

・学びを社会に生かそうとする人財の育成 

・地域に信頼され、地域から必要とされる人財の育成 

「教育課程の編成及び実施に関す 

る方針」 

（カリキュラム・ポリシー） 

・実社会につながる学び 

・全ての教科が連携した学び 

・幅広い進路実現に対応した学び 

「入学者の受入れに関する方針」

（アドミッション・ポリシー） 
・失敗を恐れずチャレンジできる生徒 

・自分で考え判断し、積極的に表現する生徒 

・部活動や学校行事をとおして、チームで協働する生徒 

昨年度の成果と課題 重点項目 重点目標 達成状況 

学習指導、部活動、学校行事等に多くの生徒が

積極的に参加することで知・徳・体の調和のとれ

た、人間性豊かな生徒を育てることができた。 

 

主な資格の取得では、日商簿記検定２級合格者

が 50 名、全商検定１級３種目以上合格者が 194

名いた。また、基本情報技術者試験５名、STEP 英

検２級 13 名の合格者も出している。 

 

進路指導では公務員試験 13 名の合格等、就職、

進学においても成果を上げることができた。しか

し、生徒の学びが受動的であり、「主体的・対話

的で深い学び」になっていない。探究的な学びを

積極的に取り入れ、批評・論述・討論などの学習

活動を充実させる必要がある。 

 

開かれた学校づくりの推進として学校の情報

をホームページ等で発信してきた。今後も、生徒、

保護者、地域の声を受け止め、連携・協力しなが

ら推進していきたい。 

１ 豊かな心を育む教育の推進 ・自主性・自立性の育成 

・他者との協働 

・挨拶（関係づくりの第一歩） 
Ａ 

２ 確かな学力の育成と専門性の深化 ・自ら計画を立て学習する習慣の確立 

・各学科に応じた専門的な知識・技能の習得及び資格取得 

・基礎学力の定着・向上及び主体的な進路選択 
Ａ 

３ 社会の変化に対応した人財の育成 ・情報化、グローバル化に対応した教育の充実 

・キャリア教育の充実（実社会に触れる生きた学びの実践） 
Ａ 

４ 特別活動、部活動の充実 ・学校行事運営への主体的な生徒の参画 

・ホームルーム活動、生徒会活動の充実 

・部活動の充実（合理的でかつ効率的・効果的な活動の推進） 

・キャリア・パスポートの有効活用 

Ａ 

５ 開かれた学校づくりの推進 ・学校ホームページよる情報発信及び広報活動の充実 

・水戸市内の義務教育諸学校との連携推進 

・地域貢献活動の推進（ボランティアなど） 
Ｂ 

６ 働き方改革の推進 ・合理的で効果的な校務分掌の再構築 

・業務等の効率化 

・ＩＣＴ活用の充実 
Ｂ 

７ 授業改善の推進 

 

 

・授業満足度 3.3 以上を目標とする工夫 

Ａ 



別紙様式２（高） 

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度（学期）への主な課題 

教科指導 

 

学力意欲の喚起 

 

・自ら計画を立て学習する習慣を確立させ、基礎学力の定着を図る。 Ｂ 

Ａ 

・主体的に学習する姿勢の定 

 着  

・明確な指導計画と学習到達 

 目標の設定 

・合格者の奨励 

・探究活動を推進し、地域社 

 会で活躍できる人材の育成 

・教科横断と探究的な学びを積極的に取り入れた授業を展開する。 Ａ 
成績不振者対策 

 

・単元テストやレポート等で学びの振り返りを行い、理解度を常に確認する。 Ａ 
・学年、教科任せにせず、学校全体で指導にあたる。 Ａ 

進学対策 

 

・３年間を見据えた計画的な進路指導を実践する。 Ａ 
・一般入試及び大学進学後に困らない学力を身に付けさせる。 Ｂ 

学習に対する達成感をもたせる

教育の充実 

・全商検定試験１級の合格者数を増やす。(３種目以上１級合格者 200 名以上) 

・日商簿記検定２級の合格者を増やす。（80 名以上） 
Ｂ 

心の教育の推進 ・心の教育を充実させ、自分自身や未来を見つめ、将来への夢（進路実現）を育む。 Ａ 
進路指導 

 

生徒の能力・適性に応じた進路

指導の推進 

・学年に応じた適性検査を実施し、自己理解を図る。 

・四大・短大・公務員・高看等の３年次の模試参加率を高める。（100％） 
Ａ 

Ａ 

・生徒の進路意識の向上のた

め、各学年と協力して集会や

進路ガイダンスをより充実さ

せる。 

・企業訪問で情報収集し、新

規求人開拓を継続する。 

・全商推薦などの推薦入試や就職において資格の重要性を理解させ、資格取得を推進する。 Ａ 
進路意識の高揚と望ましい勤労

観・職業観の確立 

・早期に就職・進学希望者全員と個別面談し、生徒一人一人のニーズに応える。 

・進学か就職かを１年次に 70％以上、２年次に 80％以上の生徒が決めるようにする。 
Ｂ 

・進路ガイダンスや大学・企業見学等の実施により、早期に職業観及び勤労観を育成する。 Ａ 
進路先開拓と情報収集 ・積極的な大学訪問と企業訪問を行うとともに、生徒自らも情報収集を行う。 Ｂ 

・進学・就職に関する情報を適宜提供し、進路決定に役立てる。 

・進学・就職の現役合格率は 95％以上を目指す。 
Ａ 

生徒指導 基本的生活習慣の確立 ・毎月全職員による登校指導を実施、生徒の現状把握・職員間の共通理解をすすめることで、

適切なアドバイスの実現を目指し、基本的生活習慣の確立を図る。 
Ａ 

Ａ 

・生徒事故の未然防止を図る

ため、教職員の情報共有をよ

り充実させる。 

・交通マナーアップと交通事

故防止意識高揚の推進 

・教育相談と連携し生徒に寄

り添った指導の充実。 

・友人や教職員と元気に挨拶を交わしコミュニケーションをとる習慣を身に付けさせ、生徒

一人一人にとっての高校生活の質や価値を高める。 
Ａ 

盗難事故等の防止 ・毎日校内巡視指導を実施し、貴重品の自己管理・教室移動時の戸締まり等を徹底させ、盗

難事故の未然防止を図る。 
Ａ 

・年２回の自転車点検及び毎月１週間の駐輪場巡視を実施し、駐輪マナーの向上・自転車盗

難事故防止を図る。 
Ｂ 

服装指導の徹底 ・日常的な指導及び、毎月１回全校一斉の服装指導を通して、制服の着こなし等のマナーア

ップを図る。 
Ａ 

交通ルールの遵守と事故防止 ・毎月登下校時の校外巡視指導を実施し、交通ルールの遵守とマナーアップを徹底するとと

もに交通事故等の未然防止を図る。 
Ｂ 
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特別活動 生徒会活動の活性化 ・生徒が主体的に学校生活をよりよいものにするための行動ができるよう、計画的な運営を

図る。また、生徒同士で協力し、話し合う中で諸問題を解決しようとする態度を育てる。 
Ａ 

 

Ａ 

・生徒の自主的・自発的な意

思行動と計画的な運営の実現

を図る。 

・ホームルームの充実を図る

ための機会を設けられるよう

な年間計画の立案の実現 

 

・学校行事に関する周知理解

の配慮と相互の意見交換を図

る。 

ホームルーム活動の充実 ・ホームルーム活動で「キャリア・パスポート」を活用した授業を実践とグループワークな

どの実践を通して、社会的・職業的自立に向けた能力や態度を育てる。 
Ａ 

部活動の活性化 

 

・適切な指導・助言に基づく自主的・自立的な活動の育成に努めることにより、部活動を充

実・発展させ、その活動を通して自ら思考し、他者と協働する精神を養う。 

・多くの生徒が部活動に参加することで、学校全体の活性化につなげる。 
Ａ 

学校行事の活性化 ・主体的な社会参画にむけて、学校生活をよりよくするための行事の計画・運営ができる資

質と能力を育てる。学校行事をよりよくするための話し合いの機会を多く設定し、生徒が主

体的に意見交換できる場面を設けることで主体性や自立性を育てる。 
Ｂ 

教務 確かな学力の育成と専門性の深

化 

・自ら計画を立て学習する習慣を確立させ、基礎学力の定着を図る。 Ｂ 

Ａ 

・行事の精選と見直し 

・学年、担任、教科との連携 

・学校広報の更なる推進 

・校務支援システム運用の円 

 滑化 

・生徒の進路に対応した教育 

 課程の編成 

・各学科に応じた専門的な知識・技能の修得及び資格取得を推進する。 Ａ 
授業時数の確保 ・学校行事の日程調整を行い、曜日振替を実施し授業時間の確保に努める。 Ａ 
教育課程の検討 ・本校のグランドデザインと新学習指導要領を踏まえ、社会の変化と生徒の多様な進路に対

応した教育課程を編成に努める。 
Ｂ 

心の教育の充実 ・互いに認め合い、励まし合う生徒指導の視点を取り入れた授業づくり・集団づくりを推進

する。 
Ａ 

学校説明会の充実と広報活動の

推進 

・中学生と高校生が一緒になって課題に取り組むワークショップを実践し、学校の魅力と商

業の面白さが伝わるようにする。学校ホームページを通して、生徒・保護者・地域へ対し、

迅速に的確な情報発信を図る。 
Ａ 

奨学金制度の周知徹底 ・生徒の奨学生募集と事務手続きについて、生徒及び保護者に周知徹底を図る。 Ａ 
教育実習生への指導体制の充実 ・教育の未来を担う教育実習生のために、指導の体制と指導内容の一層の充実を図る。 Ａ 
校内研修の推進 ・推進リーダーを中心に、時機に応じて教員の研修を推進する。 Ｂ 
図書館運営の充実 ・必要な資料を選定・収集・整理して紹介する等、図書館・学級文庫の整備を進め、生徒及

び職員が利用しやすい環境づくりに努める。図書委員の活動を見直し、図書館運営の効率化

を図る。 
Ａ 

視聴覚室運営の充実 ・視聴覚室の利便性向上を目指し、環境整備を推進する。放送委員の活動を活性化し、視聴

覚室の利用促進、校内放送の充実を図る。 
Ａ 

校務支援システムの効果的な運

用 

・校務支援システムの効果的な運用に努め、業務の円滑化を図る。 

Ｂ 
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渉外 ＰＴＡ奨学会総会とＰＴＡ  

の充実 

・ＰＴＡ奨学会総会の望ましい在り方の検討と、保護者の出席率の向上に努める。 Ａ 

Ａ 

・地域との連携の方策の研

究・検討。 

・総会の出席率向上推進・検

討。 

・保護者と学校・地域の連携を図る。 Ｂ 
ＰＴＡ奨学会の資質の向上並び

に広報活動の充実 

・広報紙の内容を充実させる。 Ａ 
・高Ｐ連主催の行事等へ積極的に参加する。高Ｐ連関係情報を会員へ周知する。 Ａ 

実行委員会、学年ＰＴＡの活性

化 

・本部役員との連携を図る。実行委員会を開催する。 Ａ 
・学級・学年委員等の情報交換を積極的に行う。 Ｂ 

保健環境 健康管理の推進 ・生徒の定期健康診断の実施及びアフターケアにより、心身の健康管理及び増進を

図る。 

・感染症の予防及び感染拡大防止を図る。 

・保健委員会活動により生徒の健康管理意識の啓発に努める。 

・ＡED 研修を全生徒に実施し、救急法の理解を深めると共に、国内における救命率

の向上を目指す。 

Ａ 

Ａ 

・検診における生徒のプライ 

バシーに配慮した実施につい

ての工夫を図る 

・学校行事前の感染症対策の

強化を図る。 

・学校の環境美化を整える。 

・避難訓練のマニュアルの見

直し等を行う。 

・危機管理マニュアルの周知

を図ることや、職員の緊急時

対応研修を行う。 

・衛生委員会の実施や報告に 

より労働衛生の意識を高める 

ことができたので、今後はよ

りよい職場環境の改善を図っ

ていく。 

学校環境の整備と美化の推進 ・全教職員及び生徒の校内美化活動への共通理解を図り、整備委員会による環境整備活動を

推進し、清掃活動を徹底する。 Ａ 

危機管理能力の習得 ・避難訓練を通して、災害に備え危機管理能力の重要性を身につける。 Ａ 
学校環境の危機管理の推進 ・危機管理マニュアル作成とその周知をする。 Ａ 
労働衛生管理の推進 ・職員のストレスチェックの実施。 

・職場環境整備に関するアンケート調査の実施とその改善を図る。 

・職員の定期健康診断の実施及びアフターケアにより、心身の健康管理及び増進を図る。 

・衛生委員会の活用による職場環境の改善を図る。 

Ａ 

 

教育相談 カウンセリング体制の充実 ・生徒が安心・安全に学校生活を送れるように、スクールカウンセラーを中心に生徒の心の

安定を図る。 
Ａ 

Ａ 

・学年を跨ぎ継続的な支援を

行う。 

・学年・担任との連携を強化

する。 

教育相談室の充実 ・コミュニケーション力の不足等で、学校生活が安心して送れなくなる恐れのある生徒に対

して、担任や外部機関等と連携し、安心して学校生活を送れるようにする。 
Ａ 

ICT 活用推進 校内ネットワークの整備 ・校内ネットワーク（校務用セグメント・教育用セグメント）の状況を把握して状況に即し

た対応を行い、業務の効率化を図る。 
Ａ 

Ａ 

・校内ネットワーク（校務・教

育）は順調に稼働している。 

さらなる円滑な活用を考え

る。 

・不登校生徒へのオンライン

での授業や学級閉鎖時のオン

ライン HR などの実施を円滑

にするため、オンライン避難

訓練の実施を検討する。 

ICT 機器の利活用の推進 ・各教室に配置された電子黒板や各職員に配布済みのタブレット、ライブ配信機器の利活用

を推進するために、相談会を実施する。 
Ａ 

GIGＡスクール及びオンライン

学習への対応 

・様々な状況に対応できるようにオンライン学習への対応を行う。また、職員へのオンライ

ン学習への理解を深め活用を推進する。 
Ｂ 

スマート専門高校の推進 

 

・専門高校における、ポストコロナ社会、技術革新の進展を見据えた、最先端のデジタル化

に対応した産業教育装置の利活用を推進する。 Ｂ 



別紙様式２（高） 

教育改革推進 学力向上の推進 ・ICT 利用した授業研修や教員相互の授業参観等、授業力向上のための取組を推進する。 Ａ 

Ａ 

・授業改善の全体研修と各教

科による研修を実施。有効な

ICT 教育支援サービスの更な

る定着を図る。 
・探究では地域課題の発見か

ら解決の視点を自分の将来像

と結びつけながら実践させ

る。 
・海外の高校生と交流。 
・ICT 活用による英語力のさ

らなる育成方法を検討する。 
・企業に事業提案できるよう

な就業体験を検討する。 

・Google classroom など ICT 教育支援サービスを活用し、主体的に学ぶ支援を行いながら、

生徒のモチベーションを引き出し自学自習の力をつけさせる。 
Ａ 

探究活動の推進 ・各教科において課題解決型学習の手法を取り入れ、実社会に通用する資質・能力を育てる。

地域企業と連携しながら地域探究を行う。 
Ａ 

・SDGs に向かう探究活動を通じて、自らの将来をデザインしていく主体性を育む。 Ａ 
国際教育の推進 ・Ｂritish Hills や大学等との外部機関との連携による交流事業や模擬授業による異文化理

解を推進する。 
Ａ 

・コミュニケーション活動の拡充、スタディサプリ ENGLISH の活用等による英語力の向上を

推進する。 
Ａ 

インターンシップ・デュアルシ

ステムの推進 

・興味のある企業の取り組みを知ることから、進路選択や学習意欲につなげる。 

・大学で実際の学生生活の講義や研究活動等を体験させ、大学等への視野を広げる 
Ａ 

・デュアルシステムで専門高校生の実践力の向上、勤労観・職業観の育成を図るとともに実

習した企業への就職内定者を増やす。 
Ｂ 

第１学年 基本的生活習慣の確立とビジネ

スマナーの育成 

・教育環境を整備し、規則正しい生活習慣のもと、日々の学習活動を大切にする姿勢の育成を

図る。また、ビジネスマナーに基づく身だしなみ・礼法・言葉遣い等の育成を図る。 
Ｂ 

Ｂ 

・礼儀・身だしなみについて、

来年度も根気強く指導してい

く。 

・一人ひとりきめ細やかな対

応を学年全体で目指す。 

・上位検定取得をはじめ、進

路を意識した指導を継続して

いく。 

進路ガイダンス、個人面談によ

る進路指導の推進 

・一人一人の能力・適性に応じた進路指導の推進と、将来における望ましい勤労観・職業観の

育成を図る。あわせて、人としての在り方・生き方について考えを深めさせる。 
Ｂ 

資格取得による専門性の深化 ・商業に関する基礎知識・技能等の習得を図るとともに、公的検定や資格等の取得を通して専

門性の深化を図る。 
Ａ 

第２学年 基本的生活習慣の確立と継続・

ビジネスマナーの育成 

・基本的生活習慣の遵守や挨拶・言葉遣いなどの礼儀作法およびマナーの重要性をホームル

ームや学年集会、授業などを通して身につけさせる。 

Ａ 

Ａ 

・挨拶・言葉遣いなどの礼儀

作法を、次年度も引き続き重

点的に指導する。 

・資格取得による知識・技術

を活用する機会を設け、進路

指導につなげていく。 資格取得を用いた専門性の深化 ・商業科目・英語等の資格取得を通して専門性の深化を図る。知識だけでなく、知識・技術

を活用する力を身につけさせる。 

Ｂ 

進路選択に向けた早期的・主体

的活動の推進 

・オープンキャンパスやインターンシップなど、進路に関わる行事への主体的参加を促す。

現段階から就職・進学先について少しずつ考えさせることで、進路実現に向けた意識の向上

を図る。 Ａ 



別紙様式２（高） 

第３学年 
進路希望の実現 ・就職指導：個別面談、SPI 模試、模擬面接を効果的に実施する。 

・進学指導：進学課外、個別面談、到達度テスト、小論文指導、模擬面接を効果的に実施す

る。 

・就職進学共通：スタサプの講義動画を活用し、家庭学習の習慣化を促す。 

Ａ 

Ｂ 

・進学に関して、条件の厳し

い進路先を選択する生徒が多

かった。生徒の考えを優先す

ることは大事だが、先を見据

えた上での面談・指導の必要

性を感じている。 

上級資格・１級検定３種目以上

の取得 

・上級検定・全商検定各種１級への受検を働きかけ、卒業までに全員が検定１級３種目以上

取得できるよう努める。 
Ｂ 

・商業科と連携した結果、一

定の効果は出たが、綿密な計

画・細かな再考の必要性を痛

感している。 

年間を通した学校生活への積極

的な取組の推進 

・授業や学校行事等への積極的な取り組みを通して、最上級生としての自覚、誇りを持てる

よう働きかける。 
Ｃ 

・ラーケーションの導入によ

り、個を重んじる生徒の増加

傾向がある。 

国語 文章を的確に理解し、適切に表

現する能力を高める 

・近代以降の文章を的確に理解し、自ら考え、表現する力を身につけさせる。 

・生涯にわたる社会生活に必要な国語の特質について理解し、習得した知識及び技能を主体

的に活用できるようにする。 Ａ 

Ｂ 

・発表やスピーチを積極的に

行う様子がみられたが、内容

については、さらに自分のも

のの見方、感じ方、考え方を深

め、文章で表現できるように

する工夫が必要である。 

・言葉を通じて積極的に他者

や社会に関わり、日常生活の

中で言葉を効果的に使おうと

する態度を養う工夫が必要で

ある。 

伝え合う力を高めるとともにも

のの見方、感じ方、考え方を深

める表現力を育てる 

・授業を通して得た知識や技能を活用して文章を書く機会を設け、進路実現に向け自己の

考えを表現できるようにする。 

・発表やスピーチなどで、感想や意見を述べたり、他者の意見を取り入れたりして、自らの

考えを深化させ、表現できるようにする。 

Ｂ 

言語文化に対する関心を深め、

自ら学ぶ態度を育てる 

・日常生活のなかで、言語文化に対する興味や関心を持たせながら、探究的な学びを積極的

に取り組むことができるよう、指導法を工夫する。 
Ｂ 

指導法の研究 ・授業時間の確保に努め、基礎学力の定着を図る。 

・ＩＣＴを活用し、生徒の習熟度に応じた効果的な指導法・教材作りをする。 
Ａ 

授業満足度 3.3 以上を目標とす

る工夫 

・生徒の主体的な活動を取り入れ、自ら考え気付かせる工夫をする。 

・生徒の問いを引き出すため、課題の提示を工夫する。 
Ａ 



別紙様式２（高） 

地歴公民 基礎学力の向上 ・指導法や教材を工夫し、分かりやすい授業の展開に努め，基礎学力の定着を図る。ＩＣＴ

を活用し、生徒の習熟度に応じた効果的な指導法・教材作りをする。 

 
Ａ 

Ａ 

・教材研究の継続 

・個別指導の併用 

・現状に応じた学習ツールの

併用が必要 

・ICT 機器活用のさらなる拡

充 

・教材研究の充実 

成績不振者対策 ・理解度の低い生徒に対して課題プリントの配布や課外（補習）を実施し、知識の定着を図

る。 
Ａ 

進学対策 ・看護・医療系・公務員・就職試験等に必要な内容についての補習等行う。小論文

対策として、新聞を読む機会を設け、社会現象について多面的に考察させる。 
Ｂ 

学習意欲の向上 ・学習内容に関連する身近な話題を投げかけ、ICTや補助教材の活用を通して社会的事象に

対する関心を高める。  
Ａ 

授業満足度 3.3 以上を目標とす

る工夫 

・授業で学ぶことが実社会や生活の身近なところで関係していることに触れ、興味関心の喚

起を行う。その際、授業でICTや新聞記事等補助教材を活用するなどの工夫をする。 
Ｂ 

理科 科学リテラシーの向上 ・新聞やニュースなどの身近な情報を活用し、科学現象への関心を高める。 Ａ 

Ａ 

・ICT 機器を活用し、生徒自身

がまとめた内容をプレゼンす

る機会を各科目で充実させ

る。 

・成績不振者に合わせた個別

指導を充実させ、幅広い分野

に対応する専門性を身に着け

させるよう改善が必要。 

成績不振者対策 ・指導法や教材を工夫し、分かりやすい授業の展開に努める。また、理解度の低い生徒には、補

習等を行う。 
Ａ 

進路達成に係わる学力の向上 ・看護・医療系・公務員・就職試験等に必要な内容についての補習等を充実させる。 Ｂ 
授業満足度 3.3 以上を目標とす

る工夫 

・生徒の能力に合わせた発問や、イメージをつかみやすいような資料の提示や板

書の工夫を行い、教科書の内容をよりわかりやすくするための工夫をする。 Ａ 

数学 基礎学力の向上 ・授業後の課題や学習動画の利用により、基礎学力の向上を図る。 
Ａ 

Ｂ 

・学習習慣の確立が課題。ス

タディサプリで課題の配信を

行っているが、取り組み状況

が良くない。取り組みを向上

させる工夫が必要である。 

成績不振者対策 ・成績不振者に対し、補講や課題プリントの配布を行い、理解度の向上を図る。 
Ｂ 

進路指導対策 ・生徒の希望進路に合わせ、受験や進学に必要な内容の補講を行う。 
Ｂ 

授業満足度 3.3 以上を目標とす

る工夫 

・イメージをつかみやすいようにICTを活用したり、生徒同士の学びあいを深める

ためにグループ活動を行ったりする。 
Ａ 

体育 運動技能を高める ・生徒一人一人の能力に応じて、運動に興味をもたせ、運動技能に繋がる知識や方法の理解を図る。 

・ＩＴＣを活用し、合理的な運動方法を学習し、運動技能を習得したり、高めたりする喜びを味わわせる。 
Ａ 

Ａ 

・スキルテストのブラッシュ

アップを図る。 

・評価の規準を更に明確に、

評価しやすいように改善す

る。 

体力の向上を図る ・体育理論と関連させながら、体力の重要性を認識させ、体力を高めるための運動習慣を身につけさせる。 Ａ 
公正、協力、責任などの態度を育てる ・各種の運動の合理的な実践を通して、運動をする態度の育成を目指す。 

・服装を整え、安全を考慮して公正で責任ある態度を身につけさせる。 
Ａ 

生涯にわたる豊かなスポーツライフの

実現を目指す 
・運動の習慣化を目指しながら、運動の楽しさや喜びを深く味わうと共に、主体的に取り組む態度を育む。 

・新指導要領に沿った生涯体育の推進を図る。 
Ａ 

授業満足度 3.4 以上を目標とす

る工夫 
・タブレットの活用を工夫し、生徒がより主体的に運動についての技能ポイントや知識を得るための工夫をする。 Ａ 



別紙様式２（高） 

保健 健康の保持増進のための実践力の育成 ・健康・安全についての総合的な理解を深めるために、ＩＣＴ等の視聴覚教材を使用し、人間としてのあり方や、生き

方、科学的な思考と正しい判断に基づく意思決定や行動選択ができるようにする。 

・時事問題や身近な社会状況に関心を持たせると共に社会生活での実践する基礎を築く。 

Ａ 

Ａ 

・ICT を活用した表現活動に

力を入れて、プレゼンテーシ

ョンなどを積極的に取り入れ

る授業内容を発展させる。 明るく豊かで活力ある生活を営む態度

やたくましい心身を育てる 
・生涯を通じて、自らの心とからだの健康を適切に自己管理し、改善していく資質や能力を育てる。 

Ａ 

授業満足度 3.3 以上を目標とす

る工夫 
・生徒がクラスメイトと協力して課題に取り組めるグループワークを工夫する。 Ａ 

英語 
英語の知識・技能の獲得 

・英語で教える工夫をし、生徒が英語に触れる機会を与えることによって、英語を理解する

知識や技能を獲得させる。 
Ｂ 

Ｂ 

・クラスルームイングリッシ

ュの効果的な利用法やアクテ

ィブラーニング型授業の事例

について研究する。 

・スタサプ ENGLISH などの学

習アプリを通して、自律学習

者の育成に努める。 

・評価材料の精選と観点別評

価に関する基準について研究

する。 

・ＡＬＴとの連携を強化す

る。 

コミュニケーション能力の育成 
・言語活動の工夫やアクティブラーニングの実践によって、生徒が英語で身につけた英語の

知識をアウトプットする機会を多く設定し、英語で円滑にコミュニケーションを図れる力を

養う。 

Ａ 

思考力・判断力・表現力の育成 
・プレセンテーションやスピーチ、やり取り、エッセイライティング、パラグラフライティング

などの言語活動の工夫を図り、自分の考えや意見、感想などを適切に表現する力を養う。 
Ｂ 

英語学習の習慣化 ・学習支援ソフトを活用した定期的な課題配信を実施し、英語学習の習慣化を図る。 Ａ 

自律学習者の育成 
・振り返り（リフレクション）や自己評価の方法の工夫を図り、生徒のメタ認知を促進し、

学習を自ら調整できる力を育成する。 
Ｂ 

評価法の改善 ・４技能５領域をバランスよく、総合的に評価するための授業改善を図り、学習指導要領に

即した観点別評価に基づく評価の方法の工夫・改善を図る。 
Ｂ 

授業満足度 3.3 以上を目標とす

る工夫 

・ＩＣＴ機器を効果的に活用して、生徒の理解度を高める。 

・ＡＬＴとのティームティーチングの中で英語でのコミュニケーションをとる楽しさを感じ

させる。 
Ａ 

芸術 芸術を愛好する心情を育てる ・音楽・美術の基礎的な能力や態度を育てる。 

・様々な表現方法を体験させ、自分の考えを表現する力を育む。 Ａ 

Ａ 

・自分の考えをより具体的に

作品に表現できるよう支援す

る。生徒の実態や場面に応じ

た指導を工夫する。 

・生活や社会の中の芸術文化

と豊かに関わる能力を育む。 

効果的なＩＣＴ機器の活用方

法を研究する。 

個性豊かな表現の能力を高める ・生徒一人一人の特性を考慮した指導を工夫する。 

Ａ 

芸術文化についての理解を深め

る 

・様々な作品を鑑賞し、表現の意図や作者の個性などについて考えさせ、鑑賞の能力を高め

る。 Ｂ 

授業満足度３．３以上を目標と

する工夫 

・ＩＣＴを活用し、生徒の理解度を高め、効果的な指導法・教材作りをする。 

Ａ 



別紙様式２（高） 

家庭 人の一生と家族･福祉、衣食

住、消費生活に関する知識と

技術を習得させ、家庭生活の

充実・向上を図る能力を育成

し、生きる力を育てる 

 

 

・教科書・資料・ノート等で家庭生活のあり方などについて理解させるとともに考えさせ、

男女が協力して家庭を築くことができる実践的態度を身につけさせる。 
Ａ 

Ａ 

アクティブラーニング等の授

業や観点別評価に関する基準

の研究や最新情報の研修を行

うとともに、調理実習におけ

る基礎的な技術習得の工夫や

作品の評価・展示の工夫行う。 

・調理実習を通して、食生活に必要な基礎的な知識・技術を習得させ、快適な生活を営むこ

とができる力を育てる。 
Ａ 

・被服実習を通して、衣生活に必要な基礎的な知識・技術を習得させ、快適な生活を営むこ

とができる力を育てる。 
Ａ 

・情報機器を利用して、最新の情報を活かし学習効果を高める。 Ａ 
授業満足度３．３以上を目標と

する工夫 

・生徒が理解しやすく考えを深められるよう、目標をわかりやすく設定しICTや資料など効

果的に活用する。生徒の学習の様子を把握し適切にアドバイスする。 
Ａ 

商業 基礎学力の向上ならびに職業倫

理の向上を図る 
・１年次に商業の基礎・基本を身に付けさせるとともに２・３年次をとおしてビジネスマナ

ーや職業倫理観の向上を図る。授業において、情報機器の効果的な活用や、コミュニケーシ

ョン力向上のためアクティブラーニング型などの工夫改善に努める。 

Ａ 

Ａ 

・主体的に問題を発見し解を

見いだしていく能動的学修の

定着をはかり、情報を効果的

に解釈し、論理的に分析する

能力の向上をさせたい。 

・会計活用能力・情報活用能

力・英語活用能力をもとに、実

社会の関連性を意識させなが

ら、さまざまな側面からその

妥当性や有用性を評価する力

をさらに育みたい。 

 

成績不振者への対策 ・学習の理解度の低い生徒を早期に発見し、習熟度別学習や補習等の対応を行い、学習意欲の向上

と知識の定着を図る。段階的な学習課題を提出させ、添削指導等を行う。 
Ｂ 

上級資格取得を用いた専門性の

深化と社会への対応 
商  業  科：全商簿記検定１級・全商商業経済検定１級・全商情報処理検定試験（ビジ

ネス情報）１級・全商財務諸表分析検定試験・日商簿記２級等の取得を目

指す。 

情報ビジネス科：全商情報処理検定(プログラミング、ビジネス情報)１級・全商簿記検定１

級・情報処理技術者試験・日商簿記２級等の取得を目指す。 

国際ビジネス科：全商英語検定１級・全商簿記検定１級・ＳＴＥＰ英検２級・日商簿記２級

等の取得を目指す。 

身につけた会計活用能力・情報活用能力・英語活用能力をビジネス界の発展に活用できる

ように育成する。 

Ａ 

職業意識の向上と地域社会との

共生 
・「課題研究」「商品開発と流通」「総合実践」などの科目をとおし、生徒の職業観や勤労観

の育成と地域への参加を実践することで、社会に開かれた学校づくりを目指す。また、成果を

校内で発表し、次年度以降につなげられるよう育成する。 

Ａ 

授業満足度 3.3 以上を目標とす

る工夫 
・基礎基本の知識技術の習得を徹底し、生徒自ら深い学びを実施できるよう、グループ活動や

ＩＣＴの有効利用、また社会との繋がりを意識した授業の工夫改善に努める。 
Ａ 

※ 評価規準：Ａ  （十分にできた）・Ｂ（普通）・Ｃ（不十分である） 


